
象潟町長選挙結果

児童手当が改正されました

国保税の引き上げにご理解を

さよならビンス＆ケニー

町のわだい、みんなのひろば

保健、募集、広域情報ほか

慶弔、当番医、こよみ
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一 瞬 の 攻 防

（６月２０日、空手道大会／町民体育館）
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土　屋　萌々子　　　　武道島２区

佐　藤　　慧　　　　　武道島２区

竹　内　結　花　　　　はまなす

多　田　一　皐　　　　下 荒 屋

金　内　咲　英　　　　小砂川２区

佐　藤　南　海　　　　小砂川１区
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５月１６日～６月１５日届け出分

平成１６年５月末現在

●広報に掲載してほしくない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

吉　川　廣　一　（上 浜 の 町）

高　橋　由香里　（３４　　　区）

岩　澤　洋　介　（目 貫 谷 地）

植　田　美　樹　（仁 賀 保 町）

佐々木　琢　也　（中　橋　町）

須　田　由貴子　（荒　古　屋）

　貢

幾　子

公　紀

　治

隆　広

美智子

　伸

由　香

　昭

由美子

　淳

晶　子

健　栄

恵　美

　崇

友　紀

〔
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けい

も　も　こ

ゆい　　　か

かづ　　　さ

さ　　　え

み　　　なみ

はる　　　と

しんのすけ

竹　島　美　鈴　（５５歳）上 荒 屋

辻　　　ヨリ子　（９０歳）３３　  区

柴　田　ス　ヱ　（８６歳）駅      前

須　田　梅　代　（８０歳）本         郷

佐々木　カツヱ　（８４歳）下浜の町

今　井　弥　生　（９０歳）上 荒 屋

佐々木　岡　子　（６８歳）下浜の町

齊　藤　　儀　　（９２歳）武道島１区

　４日・木村医院（☎４３―３３０８）
　１１日・伊藤医院（☎４３―４１７１）
 １８日・すずらん診療所（☎６２―８０６５）
 １９日・神坂医院（☎４３―３１０８）
 ２５日・さいとうクリニック（☎４３―３１０５）
診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０８８　（＋　４）〈－　１８〉
人　口　１２，９７７人（－　８）〈－１２０〉
　男　　　６，２２２人（－　５）〈－　６５〉
　女　　　６，７５５人（－　３）〈－５５〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　１０人（１３７）    出生…　７人（３９）
転出…　１７人（２２２）    死亡…　８人（　６２）
※（ ）は１月からの累計

○４３
○４３
○４３
○３３
○４３
○４３

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８
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３１

・ビン収集日（指定袋）
・象潟・小砂川海水浴場海開き

・ビン収集日（指定袋）

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・通勤途中のクリーンアップデー

・カン収集日（ボックス）

・人権相談（公民館　１０時～）

・カン収集日（ボックス）

・鳥海山ガイドトレッキング（～２５日）

・燃えるごみ収集休み

・参議院議員選挙投票日

・第１７回秋田トライアスロン
　芭蕉レース象潟大会

・第８回きさかた「港」海の幸
　まつり（象潟漁港　１０時３０分～）

・諏訪神社祭典

・金峰神社祭典

・仁賀保地区水防工法競技会
　（仁賀保町　１３時～）

・町民グラウンドゴルフ大会（栗山池公園　正午受付）

・ゆっくり登ろう鳥海山（町民体育館前８時出発）

・短期アクアビクス教室（Ｂ＆Ｇ　１９時～）

・短期アクアビクス教室（Ｂ＆Ｇ　１９時～）

・知事と語ろうハーモニーフォーラム（公民館　１４時３０分～）

・全町クリーンアップ作戦

・仁賀保地区消防訓練大会（金浦町　８時３０分～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・海の日

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・鶴泉荘休館日

・ねむの丘休館日

・象潟町長選挙投票日

・３町ウオーキング（金浦小学
　校　１０時～）

・県民体育大会空手道競技会

・象潟町長選挙告示

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）
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７月のこよみ慶弔 人口 世帯
の動き

・

７月の
在宅当番医

「町税は便利で
　　確実な口座振替で」
　給料や年金を入金している口座

から町税を引き落としすると納付

を忘れることもなく大変便利です。

《取り扱い金融機関》

北都銀行象潟支店、秋田銀行象潟

支店、羽後信用金庫象潟支店、秋

田しんせい農協象潟町支店・上郷

支店、郵便局

・町県民税第１期
・自動車税

納期限｝

　固定資産税の２期分の納期

限は８月２日（月）です。お忘れ

なく納付ください。

　また、町県民税の１期分の

納期限は６月３０日（水）でした。

いま一度ご確認ください。

町税務課（☎４３―７５０２）

 お忘れになっていませんか？

仁賀保地区消防訓練大会
が実施されます

　７月４日（日）、消防本部前

広場で仁賀保地区消防訓練

大会を実施します。

　大会当日の朝６時に火災

警報発令のサイレンの吹鳴

と半鐘の打鐘を行います。

々
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，

私
は
、
去
る
六
月
二
十
日
に
行

わ
れ
た
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
町
政
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
理
解
と
お
力
添
え
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

国
も
地
方
も
少
子
高
齢
化
や
長

引
く
景
気
の
低
迷
な
ど
、
大
変
厳

し
い
状
況
の
中
で
の
か
じ
取
り
役

で
あ
り
、
今
さ
ら
な
が
ら
責
務
の

重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
度
の
選
挙
は
三
つ
ど
も
え

戦
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の

政
策
を
高
く
掲
げ
、
町
民
の
審
判

を
受
け
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
は

結
果
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
多

く
の
先
人
や
先
輩
た
ち
が
築
き
あ

げ
た
、
町
づ
く
り
の
基
盤
を
し
っ

か
り
と
受
け
継
ぎ
、
一
万
三
千
人

の
町
民
が
力
を
合
わ
せ
、
次
の
世

代
に
自
信
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
こ

と
の
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
選
挙
戦
を
通
じ
て
、
こ
れ

か
ら
の
町
づ
く
り
は
、
行
政
と
町

民
が
共
に
働
く
協
働
体
制
の
強
化

が
大
切
だ
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

協
働
し
て
町
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
行
政
と
町
民
の
情
報

の
共
有
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
町

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
を
提

供
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
町
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
働
く
町
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

近
年
、
役
場
の
一
つ
の
課
・
係
で

は
、
対
応
し
き
れ
な
い
行
政
課
題

も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
役
場
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

や
能
力
を
有
機
的
に
作
用
さ
せ
る

新
し
い
試
み
も
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

私
は
「
合
併
は
必
要
だ
。
時
代

の
要
請
だ
」
と
選
挙
戦
で
訴
え
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
約
七
割
の
町
民
が

単
独
立
町
を
選
択
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
合
併
協
議
会
の
過
程
や
そ

の
結
果
に
異
を
唱
え
た
も
の
で
、

合
併
そ
の
も
の
に
反
対
し
た
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

の
こ
の
主
張
は
、
こ
の
度
の
選
挙

戦
で
大
筋
理
解
さ
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
合
併
協
議
の

再
開
の
条
件
や
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら

か
に
示
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
方

向
性
を
決
め
る
と
の
公
約
を
実
現

す
る
た
め
、
全
力
で
あ
た
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
行
政
の
一
極
集
中

化
が
進
み
、
地
域
が
取
り
残
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る

向
き
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
昭

和
三
十
年
に
行
わ
れ
た
昭
和
の
大

合
併
に
は
、
大
変
な
困
難
が
あ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
克
服
し
て
、
今
日
の
象

潟
町
の
繁
栄
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
当
時
に
比
べ

れ
ば
、
各
家
庭
に
数
台
の
自
家
用

車
を
持
ち
、
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の

普
及
な
ど
生
活
空
間
の
利
便
性
は

格
段
と
向
上
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
役
場
の
窓
口
業
務
に
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
改
革
を
進
め
れ
ば
、

い
っ
そ
う
利
便
性
は
高
ま
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
も
と
よ
り
合
併
は
、

均
衡
あ
る
地
域
の
発
展
が
望
ま
れ

る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
私
が
選
挙
戦
を
通
じ
て
、
合

併
後
の
各
旧
町
で
、
ど
の
よ
う
な

地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
の
か
、

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
新
市
建
設
計

画
」
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
言
っ
た
の
は
、
そ
の
こ

と
を
指
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
合
併
に
は
、

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
知
恵
と

住
民
の
理
解
が
必
要
で
す
。
現
世

代
に
あ
る
私
た
ち
は
、
多
少
の
困

難
は
あ
る
と
し
て
も
、
次
の
時
代

を
担
う
者
た
ち
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
町
の
姿
を
引
き
継
い
で
い

く
の
か
、
そ
う
し
た
視
点
に
立
っ

て
合
併
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
象
潟
町
民
の
誇

り
な
ど
を
失
う
こ
と
の
な
い
合
併

に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
、
時
代
は
激
し
く
動
い
て
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
変
革
の
時
代

に
あ
っ
て
も
、
柔
軟
に
対
応
す
る

体
制
の
強
化
に
努
め
、
新
し
い
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾

注
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
と
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

象
潟
町
長
選
挙

横
山
氏
が

初
当
選

◇象潟町長選開票結果◇

当　５，１９３票　横山　忠長　５６　無新

　　　２，８１２票 　新田　　厚 　６５　無新

　　　　７８８票 　山田　　実 　６７　無新

当日の有権者数  　  １０，５５８票

投票者数　　　　　　８，８８８票

有効投票数　　　　　８，７９３票

無効投票数　　　 　　　９５票

持ち帰り　　　　　　　　０票

不受理　　　　　　　　　０票

投票率　　　　　　　８４．１８％▽
▽
▽
▽
▽
▽
▽

任
期
満
了
に
伴
う
象
潟
町
長
選

挙
は
、
６
月
１５
日
に
告
示
さ
れ
、

元
町
議
員
の
山
田
実
氏
、
元
会
社

役
員
の
新
田
厚
氏
、
元
町
総
務
課

長
の
横
山
忠
長
氏
（
届
出
順
、
い

ず
れ
も
新
人
）
に
よ
る
三
つ
ど
も

え
の
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。投

票
は
６
月
２０
日
、
各
投
票
所

で
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

行
わ
れ
、
午
後
８
時
か
ら
町
公
民

館
で
即
日
開
票
さ
れ
た
結
果
、
横

山
氏
が
５
　
１
９
３
票
を
獲
得
し
、

次
点
の
新
田
氏
に
２
　
３
８
１
票

の
差
を
つ
け
初
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

合
併
問
題
が
最
大
の
争
点
と

な
っ
た
今
回
の
町
長
選
の
ゆ
く
え

に
、
町
民
の
関
心
も
高
く
、
開
票

所
の
町
公
民
館
に
は
多
く
の
参
観

人
が
訪
れ
、
開
票
作
業
を
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。

投
票
率
は
８４
・
１８
％
で
、
前
回

（
平
成
１２
年
）
の
８６
・
８９
％
を
２
・

７１
　
下
回
っ
た
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

町　長

金　　　巖

助　役

三浦　　皓

収入役

小瀧　　進

〈
略
歴
〉

Ｈ
４
・
６
・
２８
　

　
象
潟
町
長
就
任
（
１
期
目
）

Ｈ
８
・
６
・
２８
　

　
象
潟
町
長
就
任
（
２
期
目
）

Ｈ
１２
・
６
・
２８
　

　
象
潟
町
長
就
任
（
３
期
目
）

Ｈ
１６
・
６
・
２７
　

　
象
潟
町
長
退
任

〈
略
歴
〉

Ｈ
４
・
９
・
１６
　

　
象
潟
町
助
役
就
任
（
１
期
目
）

Ｈ
８
・
９
・
１６
　

　
象
潟
町
助
役
就
任
（
２
期
目
）

Ｈ
１２
・
９
・
１６
　

　
象
潟
町
助
役
就
任
（
３
期
目
）

Ｈ
１６
・
６
・
３０
　

　
象
潟
町
助
役
退
任

〈
略
歴
〉

Ｈ
４
・
９
・
１６
　

　
象
潟
町
収
入
役
就
任
（
１
期
目
）

Ｈ
８
・
９
・
１６
　

　
象
潟
町
収
入
役
就
任
（
２
期
目
）

Ｈ
１２
・
９
・
１６
　

　
象
潟
町
収
入
役
就
任
（
３
期
目
）

Ｈ
１６
・
６
・
３０
　

　
象
潟
町
収
入
役
退
任

◆
略
　
歴

昭
和
２２
年
１０
月
８
日
生
ま

れ
。
西
目
農
高
卒
。
４１
年
に

町
役
場
職
員
と
な
り
、
建
設

課
長
補
佐
、
企
画
課
長
補
佐
、

農
林
水
産
課
長
な
ど
を
歴
任

し
、
総
務
課
長
だ
っ
た
本
年

４
月
に
退
職
。

町
長
就
任
に
あ
た
り

象
潟
町
長

　
横
山
　
忠
長

町
政
へ
の
ご
尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

，

，

ポ
イ
ン
ト

行
政
と
町
民
に
よ
る

　
　

協
働
の
町
づ
く
り
を

今
回
は
投
票
用
紙
分
類
機
を
導
入
し
、
開
票
作
業
を
行
っ
た
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子どもたちと
　　男女共同参画社会

子どもたちが持っている、男女の役割

に対する考え方は、もっとも身近な親や

家族から大きな影響を受けます。

子どもたちは日常生活の中で、親や家

族をモデルとして人間としての生き方を

学んでいるのです。

◆男だから女だからの前に、子どもの個

性や人格を尊重しましょう。その子の

持ち味を大切にしたいものです。

◆子育ては父親と母親の両方に責任があ

ります。お互いに話し合って、子育て

をしましょう。

◆父親も母親も地域活動などの社会参加

活動に積極的に取り組みましょう。地

域社会を構成する一員としての生き方

も子どもに示したいものです。

◆家事・育児・介護など、両親が共に力

を合わせる姿を子どもに見せる生活は、

大人を信頼する心を育てます。

少子化社会といわれる現在、将来を担

う子どもたちが男女の区別なく力を合わ

せられる社会をつくるため、大人が手本

を示すことが大切です。

　　　　　町企画課企画係

　　　　　（☎４３―７５１０）

みんなで考えよう
男女共同参画社会
　　　Ｎｏ．２

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
は
、
こ
れ
ま
で
義
務
教

育
就
学
前
（
６
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
で
し

た
が
、
小
学
校
第
３
学
年
終
了
前
（
９
歳
到
達
最
初
の

年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
児
童
手
当
等
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
児
童
の

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
つ
い
て
は
、
町
福
祉
課
で
認
定
請

求
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
新
規
請
求
等
は
、

９
月
３０
日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
４
月
１
日

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
が

　
　
　
　

拡
充
さ
れ
ま
し
た

平
成
１６
年
３
月
３１
日
ま
で
、

当
該
児
童
に
係
る
児
童
手
当
等

を
受
給
し
て
い
る
保
護
者
の
方

は
、
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。

（
児
童
手
当
等
は
４
月
以
降
も

引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
）

前
記
に
該
当
し
な
い
保
護
者

の
方
で
、
受
給
資
格
が
あ
る
場

合
は
、
認
定
請
求
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

平
成
１６
年
度
小
学
校

入
学
児
童
等

　
（
９
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
１０
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

平
成
１６
年
度
小
学
校

２
・
３
年
生
の
児
童
等

　
（
７
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

第
２０
回
参
議
院
議
員

　

通
常
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す

７
　／
　１１
　（日）

選
挙
期
日
前
に
投
票
で
き
ま
す

次
の
方
は
、
従
来
の

不
在
者
投
票
の
方
法
で

投
票
で
き
ま
す

投
票
は
２
回
に

　
　
　

分
け
て
行
い
ま
す

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

現
在
、
児
童
手
当
等
を
受
給
し

て
い
な
い
保
護
者
の
方
は
認
定
請

求
、
現
在
す
で
に
就
学
前
児
童
に

つ
い
て
児
童
手
当
等
を
受
給
さ
れ

て
い
る
保
護
者
の
方
は
額
確
定
認

定
請
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
請
求
書
の
ほ
か
、
認
定
に
必

要
な
添
付
書
類
は
、

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

（
請
求
者
が
厚
生
年
金
加
入
者

等
の
場
合
）

・
所
得
証
明
書
（
本
町
に
平
成
１６

年
１
月
１
日
に
住
所
が
な
か
っ

た
場
合
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、

児
童
手
当
等
が
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）

第
１
子
　
　
　
　
５
　
０
０
０
円

第
２
子
　
　
　
　
５
　
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
１
０
　
０
０
０
円

支
給
対
象
者
に
は
す
で
に
通
知

し
て
い
ま
す
の
で
、
７
月
９
日
　

ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
終
え
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
４３
―
７
５
０
１
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 ，，，

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票

は
７
月
１１
日
（日）
、
午
前
７
時
に
開

始
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
未
来
を

託
す
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
し

な
い
で
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

▽
１
回
目
交
付

参
議
院
秋
田
県
選
出
議
員
　

　
　
　
（
黄
色
の
投
票
用
紙
）

　
候
補
者
名
を
書
い
て
投
票

▽
２
回
目
交
付

参
議
院
比
例
代
表

　
　
　
（
白
色
の
投
票
用
紙
）

　
政
党
名
ま
た
は
名
簿
登
載
者

　
名
を
書
い
て
投
票

主
な
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

公

示

日
　
６
月
２４
日

選
挙
期
日
　
７
月
１１
日

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
７

　
　
　
　
　
時

開
票
時
間
　
午
後
８
時
〜

開

票

所
　
公
民
館
大
ホ
ー
ル

選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日

お
よ
び
登
録
日
　
６
月
２３
日

投
票
で
き
る
人

�
日
本
国
籍
を
持
つ
満
２０
歳
以

上
の
人
（
昭
和
５９
年
７
月
１２

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

�
平
成
１６
年
３
月
２３
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
本
町
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

他
町
か
ら
転
入
し
て
き
た
人
　
新

た
に
他
の
市
区
町
村
か
ら
転

入
し
て
き
た
場
合
は
、
平
成

１６
年
３
月
２３
日
ま
で
に
転
入

届
を
済
ま
せ
た
人
に
限
ら
れ

ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
公
示
日
の
翌

日
６
月
２５
日
　
か
ら
投
票
前
日
の

７
月
１０
日
　
ま
で
、
役
場
町
民

ホ
ー
ル
（
期
日
前
投
票
所
）
で
行

い
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、

な
ど
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
と

見
込
ま
れ
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

◎
出
稼
ぎ
等
で
不
在
の
人

ま
ず
、
町
選
管
に
宣
誓
書
（
兼

請
求
書
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
あ
な
た
の
滞
在
先
に
投

票
用
紙
等
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

郵
送
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
滞

在
先
の
選
管
に
持
参
し
、
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

滞
在
先
の
選
管
に
出
向
く
前
に

投
票
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
人

こ
の
場
合
、
都
道
府
県
の
選
管
が

指
定
し
て
い
る
施
設
に
限
り
ま
す
。

入
院
・
入
所
先
の
職
員
に
選
挙

の
不
在
者
投
票
を
し
た
い
旨
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
施
設
等
で
手

続
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
度
５
で
あ

る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方

が
、
新
た
に
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
（
自
署
で
き

る
人
）

投
票
に
先
立
っ
て
、
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
、
町
選
管
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎

４３
―
７
５
０
７
）
へ

子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る

社
会
を
目
指
し
ま
す

（木）

（水）

（日）

（金）

（金）

（土）



【
グ
ラ
フ
１
〜
５
】
は
本
町
の

国
保
財
政
の
現
状
で
す
。
【
グ
ラ

フ
１
】
を
見
て
い
た
だ
く
と
分
か

る
よ
う
に
、
昨
今
の
経
済
不
況
に

よ
り
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
等
で
被

保
険
者
が
増
え
た
た
め
、
国
保
で

医
療
機
関
を
利
用
す
る
人
が
、
１４

年
度
か
ら
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
老
人
医
療
の
対
象
が

７０
歳
か
ら
７５
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
た
め
、
医
者
に
か
か
る
年
齢
層

の
方
が
国
保
に
と
ど
ま
る
こ
と
に

な
り
、
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
【
グ
ラ
フ
２
】

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
治
療
が
困
難
だ
っ
た
病

気
も
治
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
反
面
、
治
療
に
か
か
る
費

用
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
は
年
々
、
約
１
億
円
も

増
加
し
、
国
保
税
の
収
入
の
伸
び

悩
み
も
相
ま
っ
て
、
単
年
度
収
支

の
赤
字
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

【
グ
ラ
フ
３
】

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
積
み
立

て
た
基
金
を
取
り
崩
し
事
業
を
運

営
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。
【
グ

ラ
フ
４
】

本
年
度
の
年
税
額
は
、
４
億

２
　
８
８
３
万
円
が
必
要
見
込
み

額
で
す
が
、
現
行
税
率
の
試
算
で

は
国
保
税
の
収
入
額
が
、
約
３
億

２
　
３
０
０
万
円
と
な
り
、
約
１

億
円
の
不
足
が
生
じ
ま
す
。
【
グ

ラ
フ
５
】

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
、

本
年
度
国
保
運
営
に
必
要
な
国
保

税
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
や
む
を
得
ず
国
保
税
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。相

互
扶
助
の
国
保
事
業
財
政
の

健
全
化
の
た
め
、
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
か
ら
の
税
率
は
次
の
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
定
以
下

の
所
得
者
に
対
す
る
保
険
税
を
減

額
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
民
課
国
保

年
金
係
（
☎
４３
―
７
５
０
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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国
保
税
の
引
き
上
げ
に

　
　
　

ご
理
解
く
だ
さ
い

国
保
の
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
国
保
税
収
入
と
国
・
県
の
補
助
金
で
ま
か
な

わ
れ
、
加
入
者
の
医
療
費
を
支
払
う
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。
し
か
し
近
年
、
本
町

の
国
保
税
は
、
被
保
険
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
膨
ら
む
医
療
費
、
課
税
標
準
所
得
な

ど
の
減
少
に
よ
る
年
税
額
の
減
に
伴
い
、
財
政
運
営
が
成
り
立
た
な
く
な
る
見
通
し

で
す
。
こ
の
た
め
、
先
の
町
議
会
（
５
月
定
例
会
）
に
国
保
税
率
の
引
き
上
げ
に
関

す
る
議
案
を
諮
り
、
可
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
生
活
を
守
る
た
め
、

国
保
税
の
引
き
上
げ
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

所
得
や
人
数
に
よ
っ
て
、
お
金
を

出
し
合
い
、
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き

の
医
療
費
の
一
部
に
あ
て
て
、
お

互
い
の
負
担
を
軽
く
す
る
助
け
合

い
の
制
度
で
す
。
そ
の
財
源
は
、

保
険
給
付
費
の
４
割
程
度
を
国
保

税
で
負
担
し
、
そ
の
ほ
か
は
国
・

県
等
の
補
助
金
で
ま
か
う
制
度
で

す
。

病
院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
な

ど
を
提
示
す
れ
ば
、
年
齢
な
ど
に

応
じ
た
一
部
負
担
金
を
支
払
う
だ

け
で
、
次
の
よ
う
な
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
支
給

▽
療
養
費
の
支
給
（
柔
道
整
復
、

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

治
療
用
装
具
）

▽
高
額
療
養
費
の
支
給

▽
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

▽
葬
祭
費
の
支
給

▽
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
助

成
▽
３
歳
未
満
…
２
割

▽
３
歳
以
上
７０
歳
未
満
…
３
割

▽
７０
歳
以
上
…
１
割
（
一
定
以
上

所
得
者
は
２
割
）

保
険
税
は
世
帯
の
所
得
な
ど
に

応
じ
て
割
り
振
り
、
公
平
に
負
担

す
る
よ
う
に
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
医
療
分
〉

所
得
割
…
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て

計
算

資
産
割
…
世
帯
の
資
産
に
応
じ
て

計
算

均
等
割
…
世
帯
の
加
入
者
数
に
応

じ
て
計
算

平
等
割
…
一
世
帯
に
い
く
ら
と
計

算

〈
介
護
分
〉

所
得
割
…
第
２
号
被
保
険
者
（
４０

歳
〜
６５
歳
の
加
入
者
）
の
所

得
に
応
じ
て
計
算

均
等
割
…
第
２
号
被
保
険
者
の
人

数
に
応
じ
て
計
算

Ⅰ

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
の
し
く
み

Ⅲ
　
増
え
続
け
る

　
　被
保
険
者
と
医
療
費

Ⅳ
　
厳
し
い
国
保
財
源

Ⅱ
　病
気
や
ケ
ガ
に

　
　備
え
る
相
互
扶
助
の
輪

国保は保険税で支えられています

医
療
費

３割３割

７割７割

医療機関の
窓口で支払う分
医療機関の
窓口で支払う分

保険給付金保険給付金

国、県、町が
負担する分
国、県、町が
負担する分

保険税でまかなう分保険税でまかなう分

４９６，０００千円４９６，０００千円

４２８，０００千円４２８，０００千円

７２９，０００千円７２９，０００千円

１，１５７，０００千円１，１５７，０００千円

国
保
で
受
け
ら
れ
る
医
療

年
齢
な
ど
に
よ
っ
て

自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

保
険
税
の
決
め
か
た

Ｈ１３　　Ｈ１４　　Ｈ１５　　Ｈ１６

・・・・

◎医療費 単位：千円

保険税等のながれ

わたしたち
（被保険者）

医療機関
（保険医）

国保連合会

　象潟町
（保険者）

診療を受ける
（医療費の一部を支払う）

診療する

医療費を支払う

医療費を
支払う

医療費を
請求する

医療費を請求する

国保税を納める

保険証を交付する

→

→

→

→

▲
▲

▲▲

区　分 　これまでの税率   新しい税率
所得割　　　５．２％　　  　９．５％
資産割　　　３０．０％　　  　３０．０％
均等割　　２４，０００円　  ３２，０００円
平等割　　２５，０００円　  ３６，０００円

区　分　これまでの税率    新しい税率
所得割　　　  １．０％　　　  １．８％
均等割　   １０，０００円　   １５，０００円

◎医　　療

◎介　　護

Ｈ１３　　Ｈ１４　　Ｈ１５　　Ｈ１６

５，２００

５，０００

４，８００

４，６００

４，４００

４，２００

４，０００

・
・

・

・

【グラフ１】

　被保険者数
単位：人

４，４３９

４，８４８
４，９０２

５，０８８

Ｈ１３　　Ｈ１４　　Ｈ１５　　Ｈ１６

230

225

220

215

210

205

200

・
・

・
・

1，200，000

1，000，000

800，000

600，000

400，000

200，000

0

・・・・

【グラフ２】

　保険給付金と一人当たりの医療費

単位：千円
（保険給付金） （一人当たり）

・・ ・ ・

９４７，３３４

１，０２７，０５１

１，０９５，７８６
１，１５７，１５４１，１５７，１５４

２１３

２１１

２２３

２２７２２７

単位：千円

【グラフ５】

　国　保　税

Ｈ１３　　Ｈ１４　　Ｈ１５　　Ｈ１６

３７０，０００

３４０，０００

３１０，０００

２８０，０００

２５０，０００

３２４，０６８

３４４，８０８

３２１，２１８ ３２３，５３３

【グラフ４】

　基金保有額

Ｈ１３　　Ｈ１４　　Ｈ１５　　Ｈ１６

２００，０００

１５０，０００

１００，０００

５０，０００

０

単位：千円

１５２，０５７

１２８，９９９

６８，９９９
４０，０００

（見込み）

【グラフ３】

　単年度収支

Ｈ１１　Ｈ１２　Ｈ１３　Ｈ１４　Ｈ１５

２０，０００

１０，０００

０

－１０，０００

－２０，０００

－３０，０００

－４０，０００

単位：千円

－３２，６４２

１０，３９９

－２３，９３８－２９，８７６

－３４，６３３

（本町の１６年度見込み額）

１０４，０００千円
不足分（引き上げ分）

１０４，０００千円
不足分（引き上げ分）

，

，
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あ
っ
と
い
う
間
の
３
年

　

楽
し
か
っ
た
３
年

　

あ
り
が
と
う
の
３
年

平
成
１３
年
８
月
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
語
学
指

導
を
行
う
外
国
語
青
年
招
致
事
業
）
で
本
町
に
赴
任

し
て
き
た
ビ
ン
セ
ン
ト
・
ケ
ス
ラ
ー
さ
ん
（
以
下
ビ

ン
ス
）
と
ケ
ネ
ス
・
リ
ー
さ
ん
（
ケ
ニ
ー
）
。
早
い

も
の
で
、
本
町
に
着
任
し
て
か
ら
３
年
の
月
日
が
た

ち
ま
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
で
は
、
期
間
更
新
を
し
て
も
最

長
３
年
と
い
う
制
度
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
月

い
っ
ぱ
い
で
Ｊ
Ｅ
Ｔ
と
し
て
の
仕
事
を
終
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
紙
で
は
、
二
人
に
こ
れ
ま
で
過
ご

し
た
３
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
、
本
町
で
の

感
想
な
ど
に
つ
い
て
を
話
を
伺
い
ま
し
た
。

象
潟
町
っ
て
ど
こ
？

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
れ
る
こ
と
が
大
事

黒
い
ネ
ク
タ
イ
は

し
ち
ゃ
い
け
な
い
の
！？

英
語
が
す
べ
て
で
は
な
い

ビンセント・ケスラー

ＡＬＴ（外国語指導助手）として、

象潟中学校、上浜・上郷小学校で英

語の授業を受け持ちました

ケネス・リー

ＣＩＲ（国際交流員）として、姉妹

都市の米国・アナコーテス市との交

流での通訳等、象潟小学校で英語の

授業を受け持ちました

本
当
の
意
味
で
の
国
際
理
解
を
し
て
も
ら
い
た
い

（
ケ
ニ
ー
）

み
ん
な
の
親
切
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

（
ビ
ン
ス
）

―
象
潟
町
に
来
た
と
き
の
第
一
印

象
は
ど
う
で
し
た
？

ケ
ニ
ー
　
海
と
鳥
海
山
が
あ
っ
て

素
敵
な
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

来
た
と
き
は
す
ぐ
海
に
入
り
た
い

と
思
っ
た
し
、
冬
に
な
れ
ば
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
め
る
な
！
っ

て
期
待
し
ま
し
た
。

ビ
ン
ス
　
赴
任
場
所
の
知
ら
せ
が

来
た
と
き
、
地
図
が
同
封
し
て
た

ん
だ
け
ど
、
「
象
潟
」
の
場
所
が

分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、

町
か
ら
手
紙
が
き
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

知
り
ま
し
た
。
き
れ
い
な
自
然
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

―
こ
ち
ら
の
生
活
で
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

ビ
ン
ス
　
困
っ
た
こ
と
と
い
う

か
、
象
潟
の
人
は
と
て
も
親
切
で

し
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
、
気
を
使
っ
て

く
れ
て
、
と
て
も
熱
心
に
教
え
て

く
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
手
伝

っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
あ
ま
り
に

も
親
切
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

だ
と
聞
き
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
ね
。

ケ
ニ
ー
　
習
慣
の
違
い
に
は
戸
惑

い
ま
し
た
ね
。
例
え
ば
、
僕
は
黒

い
ネ
ク
タ
イ
が
好
き
な
ん
だ
け
ど
、

日
本
で
は
葬
式
の
と
き
に
し
め
る

み
た
い
だ
っ
た
し
。

ビ
ン
ス
　
そ
う
だ
ね
。
衣
替
え
が

最
初
分
か
ら
な
く
て
、
み
ん
な
が

半
そ
で
な
の
に
、
僕
は
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
着
て
い
た
り
、
そ
の
逆
だ
っ
た

り
。
ア
メ
リ
カ
で
は
天
気
し
だ
い

だ
か
ら
。

―
ビ
ン
ス
は
学
校
で
の
授
業
が
主

な
仕
事
で
し
た
ね
。
ケ
ニ
ー
も
国

際
交
流
の
手
伝
い
が
主
で
し
た
が
、

小
学
校
の
授
業
を
受
け
持
ち
ま
し

た
よ
ね
。
教
え
る
と
い
う
仕
事
は

ど
う
で
し
た
？

ビ
ン
ス
　
日
本
人
は
英
語
が
不
得

意
だ
と
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
み
る
と
、

意
外
に
多
く
の
英
語
を
知
っ
て
い

て
驚
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
な
ど
で

和
製
英
語
を
耳
に
し
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

ま
だ
日
本
語
も
完
璧
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
そ
の
分
、
吸
収
が
早
く
て

す
ぐ
に
覚
え
ま
し
た
。
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
な
ど
を
取
り
入
れ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
す
ぐ
に
と

れ
ま
し
た
。

ケ
ニ
ー
　
メ
ー
ン
は
英
語
な
ん
だ

け
ど
、
そ
れ
よ
り
も
国
際
理
解
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
な

ん
で
す
。
理
想
と
し
て
は
、
将
来

子
ど
も
た
ち
が
海
外
に
行
く
こ
と

な
ん
だ
け
ど
、
多
分
行
か
な
い
人

の
方
が
多
い
で
す
。
だ
か
ら
海
外

か
ら
来
た
人
の
た
め
に
、
完
璧

じ
ゃ
な
い
日
本
語
も
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
「
大
体
こ
ん
な
こ
と
言
っ
て

る
ん
だ
な
」
と
理
解
で
き
れ
ば
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
ま

す
。
そ
れ
が
国
際
理
解
へ
の
一
歩

で
す
。

―
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
は
何

を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
か
？

ビ
ン
ス
　
何
に
で
も
興
味
を
持
つ

こ
と
が
一
番
じ
ゃ
な
い
か
な
。
学

校
で
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
で
興
味
の

持
っ
た
こ
と
を
調
べ
る
の
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
興
味
が
な
け
れ

ば
、
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
も
頭

に
入
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

ケ
ニ
ー
　
特
に
小
学
校
で
は
、
英

語
が
一
番
必
要
な
も
の
で
は
な
い

で
す
ね
。
確
か
に
世
界
で
は
英
語

が
主
流
だ
け
ど
、
僕
は
、
小
学
校

の
授
業
で
、
一
言
だ
け
ど
ス
ペ
イ

ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
、
韓
国
語
な

ど
も
教
え
て
い
ま
す
。
英
語
と
国

際
理
解
は
違
い
ま
す
。
英
語
を

使
っ
て
国
際
理
解
を
す
る
ん
で

す
。
英
語
で
な
く
て
も
国
際
理
解

は
で
き
ま
す
。

―
３
年
間
を
終
え
て
、
こ
の
後
は

ど
う
す
る
ん
で
す
か
？

ビ
ン
ス
　
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
大

学
に
入
り
な
お
し
ま
す
。
数
学
の

教
員
免
許
を
取
る
つ
も
り
で
す
。

象
潟
を
思
い
出
し
て
恋
し
く
な
り

ま
す
ね
。

ケ
ニ
ー
　
ま
だ
未
定
で
す
ね
。
ア

メ
リ
カ
に
帰
国
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
も
う
数
年
は
日
本
に
住

ん
で
い
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
象
潟
町
の
み
ん
な
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ケ
ニ
ー
　
素
晴
ら
し
い
３
年
間
を

体
験
で
き
ま
し
た
。
職
場
の
人
、

学
校
の
先
生
や
児
童
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

象
潟
を
離
れ
て
か
ら
も
ま
た
み
ん

な
と
会
い
た
い
と
心
の
底
か
ら
思

い
ま
す
。

ビ
ン
ス
　
み
ん
な
に
親
切
に
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
に
お
礼
を
言
い
た

い
。
鳥
海
登
山
や
海
水
浴
な
ど
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

僕
を
励
ま
し
て
く
れ
た
児
童
・
生

徒
に
も
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

―
３
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
二
人
の
今
後

の
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ＡＬＴ
ＣＩＲ

の任期を
終えて

自然に英語に慣れ親しむように、ゲーム感覚でも
授業を行いました

子どもたちと一緒に、稲刈りも体験しました



陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
演
奏
会

　
完
成
度
の
高
い
演
奏
で
観
客
を
魅
了

秋田大学・林信太郎教授

郷土資料館展・記念講演会を開催

第
５５
回
秋
田
県
民
体
育
大
会

第
４２
回
秋
田
県
選
手
権
大
会

空
手
道
競
技
会
を
開
催

町のわだい 町のわだい

11 10

☆
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰

　
〈
優
秀
単
位
団
〉

須藤　良一さん
　（松ケ丘）

林
氏
は
昭
和
５４
年
以
来
、

鳥
海
山
を
研
究
し
て
お
り
、

「
鳥
海
山
の
噴
火
と
象
潟
地

震
」
と
題
し
講
演
さ
れ
ま
し

た
。講

演
で
は
、
象
潟
が
つ
く

ら
れ
る
原
因
と
な
っ
た
２
　

５
０
０
年
前
の
鳥
海
山
の
噴

火
（
岩
な
だ
れ
）
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
象
潟
地
震
の
被
害
状

況
、
今
後
想
定
さ
れ
る
地
震

や
噴
火
な
ど
に
つ
い
て
、
国

内
外
の
例
を
も
と
に
映
像
を

使
っ
て
話
さ
れ
、
参
加
し
た

約
２
０
０
人
の
町
民
ら
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

みどり中央公園を清掃

６
月
５
日
、
象
潟
町
身
体

障
害
者
協
会
（
会
員
１
８
０

人
、
代
表
＝
石
井
金
尾
）
の

皆
さ
ん
が
み
ど
り
中
央
公
園

の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
ま
し
た
。

同
協
会
の
石
井
会
長
の
お

話
に
よ
る
と
、
「
年
に
１
度

く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
何
か
役

に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
。
道

路
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
も

考
え
た
が
、
歩
く
の
が
困
難

な
人
も
い
ま
す
。
公
園
の
草

刈
り
な
ら
座
っ
て
も
で
き
ま
す
か
ら

ね
。
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
自
分
た

ち
で
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

草
刈
り
カ
マ
な
ど
を
片
手
に
行
わ

れ
た
作
業
は
、
約
１
時
間
半
ほ
ど
で

終
了
。
き
れ
い
に
な
っ
た
公
園
を
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

６
月
６
日
、
関
の
諏
訪
神

社
祭
典
で
、
恒
例
の
今
年
の

作
柄
を
占
う
『
お
た
め
し
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
占
い
は
、
境
内
に
つ

く
ら
れ
た
１５
㎡
ほ
ど
の
四
角

く
掘
ら
れ
た
占
い
所
で
行
わ

れ
、
祭
り
の
１
週
間
前
に
準

備
し
た
白
米
や
御
幣
（
ご
へ

い
）
、
杉
の
枝
が
ど
の
よ
う

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
で
、

稲
の
出
来
、
不
出
来
が
占
わ

れ
る
も
の
で
す
。

氏
子
ら
が
占
い
所
を
取
り
囲
み
、

心
配
そ
う
に
見
守
る
な
か
出
た
結
果

は
、
カ
ビ
が
発
生
し
た
状
態
な
ど
か

ら
「
今
年
は
雨
が
心
配
さ
れ
る
。
病

害
虫
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
農
家
の
さ
ら
な
る
努
力

が
必
要
」
と
い
う
も
の
に
。
氏
子
ら

の
表
情
は
一
瞬
曇
り
ま
し
た
が
、

「
よ
し
、
み
ん
な
頑
張
ろ
う
！
」
と

の
声
が
上
が
り
、今
年
も
良
い
米
を
作

る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

６
月
１２
日
、
小
滝
の
金
峰

神
社
祭
典
で
、
今
年
２
月
に

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
『
小
滝
の

チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
』
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
舞
は
、
延
年
長
寿
や

五
穀
豊
穣
な
ど
の
願
い
を
込

め
、
小
滝
舞
楽
保
存
会
の
会

員
や
上
郷
小
学
校
の
児
童
ら

が
舞
う
も
の
で
す
。
狩
着
姿

で
な
ぎ
な
た
を
手
に
し
た
も

の
や
、
女
装
し
て
花
が
さ
を

か
ぶ
っ
た
子
ど
も
に
よ
る
も
の
な
ど
、

７
演
目
の
舞
い
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

国
指
定
を
受
け
た
伝
統
芸
能
と

あ
っ
て
、
当
日
は
地
元
住
民
の
ほ
か
、

例
年
以
上
に
多
く
の
観
光
客
や
写
真

愛
好
家
な
ど
が
集
ま
り
、
優
雅
な
舞

い
に
、
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

町身体障害者協会

６
月
２０
日
、
象
潟
町
民
体
育
館

を
会
場
に
「
第
５５
回
秋
田
県
民
体

育
大
会
空
手
道
競
技
会
兼
第
４２
回

秋
田
県
選
手
権
空
手
道
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
少
年
・
成
年
男
女
の
個

人
形
、
個
人
組
手
、
団
体
戦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
本
町

か
ら
の
出
場
選
手
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
全
国
大
会
の
予
選
会
も
兼

ね
て
お
り
、
各
種
目
と
も
白
熱
し
た

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

空
手
道
競
技
は
、
平
成
１９
年
に
開

催
さ
れ
る
『
秋
田
わ
か
杉
国
体
』
で
、

本
町
が
開
催
地
と
な
っ
て
い
る
競
技

種
目
で
す
。
国
体
開
催
ま
で
あ
と
３

年
。
町
を
あ
げ
て
大
会
を
成
功
さ
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

関・諏訪神社

作占い「おためし」

小滝・金峰神社祭典

五穀豊穣を願い、舞う

ポーター」設立

本
町
管
内
の
国
道
花
壇
に
花

苗
の
植
栽
や
沿
線
の
ゴ
ミ
拾
い

等
の
美
化
清
掃
活
動
を
目
的
と

す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
象
潟
町
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー

ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
（
会
長
・
伊

藤
良
孝
＝
キ
サ
カ
タ
製
作
所
工

場
長
）
」
の
設
立
総
会
が
６
月

２３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
は
、
国
道
に
面
し
た
事

業
所
や
活
動
に
賛
同
さ
れ
た
企

業
な
ど
２４
の
事
業
と
企
業
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
土
交
通

省
で
は
花
苗
を
提
供
し
、
当
団

体
の
実
践
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

提
供
い
た
だ

い
た
花
苗
は
約

２
万
２
千
本
。

「
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
の
心

を
和
ま
せ
、
花

で
彩
り
観
光
客

を
迎
え
た
い
」

と
会
員
の
手
に

よ
り
、
さ
っ
そ

く
花
壇
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

な
ど
色
と
り
ど

り
の
花
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。

国道花壇の植栽等
美化清掃ボランティア団体
「象潟町ロード・クリーン・サポーター」設立

た
く
さ
ん
の
町
民
が
参

加
し
、
林
氏
の
講
演
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た

「自分たちのできることを」という思いから
清掃ボランティアを始めました

熱
く
激
し
い
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
空
手
道
大
会

６人の子どもたちによる「稚児の舞」

占
い
の
結
果
を
見
守
る
氏
子
ら
の
表
情
は
不
安
げ
？

６月２３日に開かれた設立総会

ドライバーの心を和ます色鮮やかな花

，
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紫
陽
花
の
美
し
い
、
東
京
深
川
よ
り
お
便
り
い
た
し
ま
す
。

「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」
、
こ
の
地
に
嫁
い
で
早
３０
年
の
歳
月

が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
帰

省
の
計
画
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
楽
し
か
っ
た
昨
年
の
里
帰
り

を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
道
の
駅
『
ね
む
の
丘
』
に
行
き
ま
し
た
。
店
々
に
客

が
あ
ふ
れ
る
中
、
生
ガ
キ
や
し
ょ
う
ゆ
味
の
焼
き
立
て
モ
チ
を

食
し
、
土
産
も
買
い
込
み
、
家
族
も
大
満
足
。
店
の
人
と
の
会

話
も
弾
み
、
懐
か
し
い
人
と
の
偶
然
の
出
会
い
も
楽
し
い
も
の

で
し
た
。
海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
、
豊
か
な
地
を
生
か
し

て
い
る
故
郷
象
潟
か
ら
活
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

翌
朝
、
実
家
の
庭
先
で
は
、
朝
日
の
中
、
い
つ
も
の
関
の
か
っ

ち
ゃ
ん
方
が
来
ま
し
た
。
採
り
た
て
の
野
菜
を
満
載
し
、
笑
い

声
を
響
か
せ
な
が
ら
「
寿
子
い
づ
来
た
な
や
、
ま
ず
ゆ
っ
く
り

し
て
い
げ
ぇ
」
と
例
年
の
よ
う
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
嬉

し
い
限
り
で
す
。
昔
と
少
し
も
変
わ
ら
ず
若
々
し
く
元
気
な
姿

に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
無
人
店
、
ね
む
の
丘
な
ど
に
野
菜
を
納

め
、
収
益
を
得
る
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
に
感
心
し
ま
し
た
。

日
中
は
、
鳥
海
山
を
仰
ぎ
見
、
関
の
海
で
泳
ぐ
夫
と
息
子
を

見
て
い
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
は
カ
モ
メ
の
声
を
耳
に
し
な
が
ら

日
本
海
に
釣
り
竿
を
放
ち
、
都
会
の
喧
騒
を
忘
れ
心
が
洗
わ
れ

る
思
い
で
し
た
。
赤
々
と
照
ら
さ
れ
る
夕
焼
け
の
水
平
線
に
は

神
々
し
さ
さ
え
感
じ
ま
し
た
。

帰
省
の
メ
ー
ン
行
事
は
先
祖
へ
の
供
養
で
す
。
墓
前
に
花
を

さ
さ
げ
、
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
先
祖
に
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い

よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
両
親
や
弟
に
も
感
謝
の

心
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
年
の
お
盆
も
家
族
、
親
類
、
由
利
高

弓
道
部
、
旧
上
浜
中
同
窓
生
等
々
み
な
さ
ん
に
会
え
る
の
が
待

ち
遠
し
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。

６
月
５
日
、
下
刈
り
の
全
員
作
業
を
行
っ
た

「
九
十
九
島
の
松
を
ま
も
る
会
」
の
代
表
・
齊

藤
さ
ん
（
写
真
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
九
十
九
島
の
松
は
、
毎
年
１
０
０
本
以
上

が
松
く
い
虫
の
被
害
で
伐
倒
焼
却
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
松
の
苗
木
の
植
栽
と
管
理
を
重
点

と
し
て
い
ま
す
。
苗
木
は
、
島
の
松
か
ら
種
を

と
っ
て
育
て
た
も
の
で
す
。

松
は
太
陽
の
光
を
好
む
陽
木
な
の
で
、
植
え

た
苗
木
の
周
り
の
草
を
刈
っ
た
り
、
活
性
剤
を

散
布
し
た
り
し
て
、
会
員
が
力
を
合
わ
せ
て
作

業
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
会
費
を
樹
幹
注

入
の
費
用
に
充
て
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
象
潟
地
震
か
ら
ち
ょ
う
ど
２
０

０
年
で
す
。
も
う
１
０
０
年
、
２
０
０
年
後
に

は
た
く
さ
ん
の
松
が
茂
る
島
々
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

大場　壽子さん・５２歳
　
　（東京都江東区在住
　 　　　　　＝関出身）
　

里

帰

り

先月号の答え

　お分かりになった方は、ハガキまたは

ファクス（４３―５７０７）で、住所・氏名・

年齢・電話番号を明記の上、できれば

メッセージを添えて、〒０１８―０１９２象潟

町役場広報クイズ係まで。締め切りは７

月２０日（火）の消印まで有効。正解者の中

から抽選で４人の方に記念品をプレゼン

トします。発表は８月号の紙上で。先月

の当選者は次の４人の方です。（敬称略）
細矢テツ子（横町）、佐々木藤一（横町）、

今野トメ（鳥屋森）、遠藤美知子（本荘市）

　４月からプールに
通ってるの。もうす
ぐ泳げるようになる
んだよ

　来年から小学生だよ。

自転車の補助輪、はや

くとれるといいなぁ

　伊藤　莉奈　
　　　（６才・３４区）

ち　ゃ　　ん

田野翔一朗　
　（５才・松ケ丘）

ち　ゃ　　ん

り　な

しょういちろう

げんきッズげんきッズ

　６月２９日、松ケ丘団地内の広場で出会った元気

いっぱいの２人。

青春まっただなか青春まっただなか

じてんしゃ　　ほじょりん

にい

およ

かよ

がつ

らいねん　　　しょうがくせい

　
小
浜
・
唐
ヶ
崎

　
　
渡
邊
　
智
子
さ
ん
（
２０
歳
）

　
　
　
　
―
星
城
保
育
園
勤
務
―
　

「子どもたち、可愛いですよ」

みんなの
　ひろば剪

り
な
が
ら
明
日
の
野
バ
ラ
を
視
野
に
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
富
　
雲
　
酔

住
み
代
り
庭
に
ア
ー
チ
の
ば
ら
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

ば
ら
の
は
な
見
て
を
り
雨
音
聞
い
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
信
　
子

一
つ
と
は
寂
し
き
数
よ
ば
ら
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
子
　
与
　
志

落
日
や
真
紅
の
ば
ら
を
置
き
去
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
作
　
男

潮
騒
句
会

白
々
と
咲
く
ア
カ
シ
ヤ
の
花
に
降
る
雨
の

静
か
さ
今
日
梅
雨
の
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

拉
致
家
族
別
離
の
一
年
七
ヶ
月

明
日
か
ら
の
日
々
幸
せ
に
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
武
　
子

父
逝
き
て
二
十
七
回
忌
す
る
墓
前
に
は

父
見
ぬ
人
も
多
く
な
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
洋
　
子

わ
が
道
を
楽
し
む
如
く
介
護
へ
と

早
出
夜
勤
の
孫
娘
は
明
る
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
藤
　
治
　
雄

美
し
き
田
を
埋
め
た
て
て
白
き
家

お
菓
子
の
如
く
並
ぶ
一
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
　
川
　
政
　
雄

短
　
歌
　
会

元気でＥメール

九十九島の松をまもる会
　代表　齋藤昭治郎さん
　会員　３３２個人、５２団体

＝第４回＝

本
町
に
は
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
形

で
陰
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰６月２０日に執行さ
　れた町長選挙の投票
　率は？
㈪児童手当の支給は何
　歳まで拡大されまし
　たか？
㈫チョウクライロ舞で
　舞う演舞数は？

㈰８件
㈪景勝地「象潟」と地震
㈫１，２００人

ぼ　く
わたしは

ク
イ
ズ

13 12

ま
　
ご

　〈旧姓＝真嶋〉

保育士になったのは

「小さいころからの夢だったんです。子どもは感情を

ストレートに表現してくれて可愛いですよ」

趣味は

「ドライブや買い物です」

休日の過ごし方は

「友達と買い物に行くことが多いですね。あとは温泉

でリフレッシュしています」

これからしてみたいことは

「旅行をしていろいろな所に行ってみたいです。海外

もいいけど沖縄にも行ってみたいですね」

理想の男性のタイプは

「面白くて思いやりのある人です」

ひさこ



募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
資
格
　
本
町
に
在
住
す
る
１８
〜
４０

歳
ま
で
の
健
康
で
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
で
き
る
人

業
務
内
容
　
一
般
事
務
補
助
・
ガ
ス
の

熱
量
変
更
業
務
に
伴
う
事
務
補
助

勤
務
　
月
曜
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分

任
用
期
間
　
１６
年
７
月
〜
１７
年
３
月

勤
務
地
　
象
潟
町
ガ
ス
水
道
事
業
所

　
　
　
　
仁
賀
保
地
区
ガ
ス
熱
量
変
更

　
推
進
本
部
（
旧
金
浦
小
学
校
）

そ
の
他
　
土
・
日
、
祝
日
は
休
み
。
健

康
・
厚
生
・
雇
用
保
険
加
入

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
履
歴
書

に
写
真
を
添
え
て
、
７
月
８
日
　

ま
で
直
接
ま
た
は
郵
便
で
、
〒
０

１
８
―
０
１
０
０
　
象
潟
町
字
琴

和
喜
１７
―
１
　
象
潟
町
ガ
ス
水
道

事
業
所
（
☎
４３
―
２
４
５
０
）
へ

募
集
人
員
　
１
人

応
募
資
格
　
本
町
に
在
住
す
る
１８
〜
３０

歳
の
方
で
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
の
で
き
る
人

業
務
内
容
　
一
般
事
務
補
助
（
税
務
事

務
）

勤
務
　
月
曜
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分

任
用
期
間
　
７
〜
９
月

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
履
歴
書

に
写
真
を
添
え
て
、
７
月
９
日
　

ま
で
町
税
務
課
（
☎
４３
―
７
５
０

２
）
へ

募
集
人
員
　
１０
人
程
度

対
象
　
６０
歳
ま
で
の
健
康
な
人
（
学
生

の
ア
ル
バ
イ
ト
可
。
た
だ
し
、
プ
ー

ル
閉
鎖
ま
で
勤
務
の
で
き
る
人
）

期
間
　
夏
季
休
業
中
（
お
お
む
ね
７
月

２３
日
　
〜
８
月
２５
日
　
の
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）
で
学
校
が
プ
ー

ル
を
開
放
す
る
日
で
勤
務
を
命
じ

た
日

勤
務
内
容
　
プ
ー
ル
の
監
視
、
プ
ー
ル

管
理
に
係
る
業
務
等

日
給
　
４
　８
０
０
円
〜
５
　０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
履
歴
書

に
希
望
す
る
学
校
名
を
記
入
の
う

え
、
７
月
８
日
　
ま
で
直
接
ま
た

は
郵
便
（
当
日
消
印
有
効
）
で
、

〒
０
１
８
―
０
１
９
２
　
象
潟
町

字
浜
ノ
田
１
　
象
潟
町
学
校
教
育

課
（
☎
４３
―
７
５
０
８
）
へ

建
石
団
地
　
２
戸
（
Ｓ
５５
年
築
／
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
／
３
階
、
Ｓ
６０
年
築
／
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
／
３
階
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
７
月
１５

日
　
ま
で
町
建
設
課
管
理
係
（
☎

４３
―
７
５
０
９
）
へ

▼
乳
児
健
診

期
日
　
７
月
２０
日
　

受
付
　
▽
４
、
７
カ
月
児
…
午
後
０
時

４５
分
〜
０
時
５５
分

　
　
　
▽
１２
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分

〜
１
時
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
１５
年
７
月
、
１２
月
、
１６
年
２
月

１５
日
〜
３
月
１９
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

▼
成
分
献
血
に
ご
協
力
を

期
日
　
７
月
２１
日
　

時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
４
時
３０
分

場
所
　
町
役
場
玄
関
前

※
予
約
が
必
要
で
す
。
７
月
１６
日
　
ま

で
福
祉
課
保
健
係
へ

▼
「
い
き
い
き
体
操
教
室
」
を
開
催

日
時
　
７
月
９
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
　
Ａ
Ｄ
Ｌ
高
齢
者
体
操
研
究
会
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
柴
田
栄
宜
氏

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

▼
第
３
回
温
泉
療
法
教
室
を
開
催

日
時
　
７
月
１５
日
　

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

場
所
　
サ
ン
ね
む
の
木

講
師
　
認
定
温
泉
療
法
医
（
酒
田
市
今

野
医
院
院
長
）
今
野
勝
巳
氏

内
容
　
温
泉
の
効
能
と
正
し
い
利
用
法

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
介
護
保
険

係

※
当
日
は
、
温
泉
バ
ス
の
運
行
日
で
す
。

前
期
は
７
月
２２
日
　
ま
で
毎
週
木
曜
・

日
曜
日
運
行
し
て
い
ま
す
。
（
７
月

１８
日
　
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の

た
め
運
休
）

▼
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会

期
間
　
８
月
２４
日
　
〜
９
月
２８
日
　
の

毎
週
火
曜
日
（
６
日
間
）

時
間
　
午
前
１０
時
〜
３
時

場
所
　
西
目
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
シ
ー
ガ
ル
」

対
象
者
　
地
域
で
子
育
て
支
援
活
動
を

希
望
す
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
７
月
３０

日
　
ま
で
、
み
ら
い
子
育
て
ネ
ッ

ト
あ
き
た
（
☎
０
１
８
―
８
６
０

―
１
３
４
３
）

７
月
３１
日
　
に
開
催
さ
れ
る
「
第
８

回
き
さ
か
た
『
港
』
海
の
幸
ま
つ
り
」

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
７
月
１６
日
　

出
店
料
　
３
　
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
清
掃
協
力
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
　
　
　
町
商
工
観
光
課
観
光
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
４３
―
７
５
０
４
）

日
時
　
８
月
５
日
　

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

日
程
　
▽
Ｔ
Ｄ
Ｋ
―
Ｍ
Ｃ
Ｃ
（株）
秋
田
工

場
見
学
　
▽
土
田
牧
場
　
▽
フ
ェ

ラ
イ
ト
子
ど
も
科
学
館
（
予
定
）

対
象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
小
学
生

（
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

集
合
場
所
　
役
場
２
階
大
会
議
室
（
上

浜
小
は
学
校
前
、
上
郷
小
は
太
陽

の
家
前
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
（
鉛
筆
、
消
し
ゴ

ム
、
メ
モ
帳
な
ど
）
、
内
ズ
ッ
ク
、

帽
子
、
雨
具
（
雨
天
の
場
合
）

参
加
料
　
１
人
５
０
０
円
（
当
日
集
金

し
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
７
月
３０

日
　
ま
で
町
商
工
観
光
課
商
工
係

（
☎
４３
―
７
５
０
４
）
へ

主
催
　
町
工
業
振
興
連
絡
協
議
会

日
時
　
７
月
１５
日
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
町
公
民
館

相
談
担
当
者
　
司
法
書
士

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務
局
総

務
課
（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６

５
３
１
）

文
化
元
年
６
月
４
日
の
地
震
か
ら
２

０
０
年
目
の
今
年
、
象
潟
町
曹
洞
宗
寺

院
の
主
催
で
、
当
時
の
犠
牲
者
の
追
弔

法
要
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

御
焼
香
を
お
勧
め
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
２０
日
　
　
（
旧
暦
６
月
４

日
）
　
午
前
１１
時
〜

場
所
　
蚶
満
寺

問
い
合
わ
せ
先
　
高
泉
寺

　
　
　
　
　
　
（
☎
４３
―
５
１
１
２
）

日
時
　
７
月
１０
日
　
　
午
後
２
時
〜

場
所
　
道
の
駅
象
潟
「
ね
む
の
丘
」

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
事
務
局

佐
藤
（
☎
４３
―
３
９
７
１
）

※
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
（
会
費
３
　

０
０
０
円
）
を
行
い
ま
す
。

◆「第１５回日本海に響け！太鼓 
　　の祭典」
日時　７月３１日（土）　午後６時～

場所　しおかぜ公園芝生広場

問い合わせ先　仁賀保町公民館

　　（☎３７―３１２１）

◆「第２４回西目町文化講演会」 
日時　７月３０日（金）　午後７時～

場所　西目町民センター「シーガル」

内容　演題：「現代社会の食生活と

　　　　健康」

　　　講師：服部栄養専門学校理事

　　　　長　服部幸應氏

入場料　前売券　８００円

問い合わせ先　西目町民センター「シ

ーガル」（☎３３―２３１５）

◆「第２０回日本海洋上花火大会」
日時　７月３１日（土）　

　　　午後７時３０分～

　　　※雨天の場合は翌日

場所　道川海水浴場

問い合わせ先　岩城町観光協会

　　　（☎７３―２０１４）　　

◆「牧場（ぼくじょう）まつり」
日時　８月７日（土）　

　　　午前１０時～午後２時

場所　ゆり高原ふれあい農場

問い合わせ先　由利町農林課

　　　（☎５３―２１１１）

◆「第１７回山と川ふるさと２００４
　『芋川まつり』」
日時　７月２５日（日）　午後１時～９時

場所　金崎橋上流（国道１０５号沿い）

問い合わせ先　大内町産業課

　　　（☎６５―２２１６）

◆「本荘マリーナ海水浴場開設」
期間　７月１８日（日）～８月２２日（日）

問い合わせ先　本荘市商工観光課

　　　（☎２４―６３２３）

◆「第９回子吉川フェア」
日時　７月１８日（日）　

　　　午前１０時～

場所　アクアパル、友水公園

問い合わせ先　アクアパル

　　　（☎２２―５６１１）

矢島町

金浦町

岩城町

本荘市

由利町

西目町

大内町

東由利町

仁賀保町

鳥海町

広　 域

情　 報

1415

肺がん・大腸がん検診日程

結核検診日程

６／１６（水）

６／２２（火）

６／２３（水）

６／２４（木）

６／２５（金）

６／２９（火）

６／３０（水）

１０：００～１１：００　中橋自彊会館
１３：１０～１４：００　小浜唐ヶ崎会館
１４：３０～１５：００　建石団地集会所

１０：００～１１：３０　
象潟町公会堂

１３：３０～１４：３０　

１０：００～１０：３０　下荒屋会館
１１：００～１１：４０　上荒屋会館
１３：３０～１５：００　町保健センター

１０：００～１１：３０　汐見会館
１３：３０～１５：００　鳥の海会館

１０：００～１１：３０　公民館小砂川分館
１３：３０～１４：３０　上浜構造改善センター
１４：５０～１５：３０　大須郷村づくりセンター

１０：００～１０：４０　関生活改善センター
１１：１０～１１：３０　大森生活総合センター
１３：１０～１４：１０　上郷生活改善センター
１４：４０～１５：１０　横岡会館

１０：００～１０：４０　公民館長岡分館
１１：００～１１：３０　鶴泉荘
１３：１５～１３：３０　本郷地区コミュニティセンター

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

６／１７（木） 町保健センター
１０：００～１１：３０
１３：３０～１５：００

保　
　

健

象
潟
地
震
犠
牲
者
追
弔
会

ガ
ス
水
道
事
業
所

　
　
　
　
　

臨
時
職
員
を
募
集

町
税
務
課

　
　

臨
時
職
員
を
募
集

「
港
」
海
の
幸
ま
つ
り

　
　
　

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
　
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
募
集

無
料
登
記
相
談
所
を
開
設

町
立
小
学
校
（
３
校
）
の

　
　

プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集

夏
休
み
工
場
見
学
会

　
　
　
　

参
加
児
童
を
募
集

矢
島
高
校  

拓
道
同
窓
会

　

象
潟
支
部
総
会
の
ご
案
内，

，

，

，

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

４
、
７
カ
月
児
は
離
乳
食
教
室
が

あ
り
ま
す
。

４
カ
月
児
…
午
後
１
時
〜

７
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分
〜

役

場

人

事

異
動
（
６
月
２５
日
付
）

（
　
）
内
は
異
動
前

【
収
入
役
室
】

▽
室
長
補
佐
（
税
務
課
賦
課
係
長
）

　
須
田
一
治

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

番
組
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

　
　
　
お
は
よ
う
東
北

　
　
　
「
東
北
小
さ
な
旅
」

期
日
　
７
月
１０
日

時
間
　
午
前
７
時
３０
分
〜
４０
分

※
放
送
日
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

　
り
ま
す
。

「
不
思
議
の
森
を
訪
ね
て
」

　
　
　
　
　
が
放
映
さ
れ
ま
す

　
次
の
番
組
で
本
町
の
獅
子
ケ
鼻

湿
原
、
あ
が
り
こ
大
王
、
猿
穴
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

小
中
学
生
を
対
象
に
、
マ
イ
ケ
ル
・
ト
リ
ー
ズ
氏
（
プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
）
と
佐
々
木
望
さ
ん
（
秋
田
出
身
）
を
講
師
に
「
夢
を
通
し
て
頑
張
る
こ
と
・
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
水
泳
、
自
転
車
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
指
導
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
興
味
の
あ
る
人
、
こ
れ
か
ら
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
１７
日
（土）
　
午
後
０
時
３
０
分
〜
２
時

場
所
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
観
光
協
会
（
☎
４３
―
６
６
０
８
）

（土）

（土） （火）

（木）

（金）

（木）

（金）

（土）

（金）

（火）

（火）

（日）

（木）
（木） （金）

（金）

（水） （火）

（木）

（木）

（水）

（金）

（金）

（木）


